
地域を元気に。「日本風景街道」を世界ブランドに。
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●日本風景街道とは

●日本風景街道の取り組みとは

地域ならではの風景や自然、歴史、文化などの資源を活かして、訪れる人をもてなし、

よろこびや感動をもたらす。地域や道路の魅力の再発見、再構築によって地域の

活性化と美しい道づくりを目指す取り組み、それが「日本風景街道」です。

①地域資源の発掘・・・・・・・・・・・・埋もれている古道や歴史的建物を活かす

②景観・自然を楽しむ場づくり・・・いい風景でもてなす舞台づくり

③祭り・イベントの実施・・・・・・・・・楽しむ場、交流の場として道路を活用

④景観・環境の改善・・・・・・・・・・・標識、看板などの改善、沿道環境の維持管理 など

＊訪れる人と迎える人の交流が生まれる道へ。幹線道路から地方道、古道に至るまで、その沿道を

も含め、クルマ、自転車、歩き、それぞれのよさを活かした交流の舞台づくりを進めます。

道や街を美しく、地域を元気にする、それが「日本風景街道」。



○道やまちを、美しく甦らせます。

○ドライブを、まち歩きを、楽しくします。

○地域の活気を生み出します。

○新しい道路空間を生み出します。

○地域の景観、自然、歴史、文化などの資源を活かして

地域の活性化、観光の振興を図ります。

○日本の美しさ、魅力を発見、創出し、郷土愛を育み、

日本文化の再興に結びつけます。

●日本風景街道の狙い ●日本風景街道の目標

多くの地域の参画、広がりを通して、世界に発信できる

質の高い風景の形成を目指し、世界ブランドと呼べる

「風景街道」の創造をめざしたい。

地域の元気は、日本の元気。「日本風景街道」を世界ブランドに。



道を舞台にしたイベントを楽しむ

美しい風景を楽しめる道路をドライブ

里山体験 美しい景観を眺めるビューポイントで記念撮影

宿場町を散策

オープンカフェで街の賑わいを楽しむ

郷土料理を堪能

人を招き、もてなし、喜ばす、魅力ある地域へ。

緑陰や並木のある道路での散策



●広告看板の撤去

実施前

実施後

●野焼きによる草原景観の保全

●古民家再生

●菅江真澄の描いた食の再現

菅江真澄の日記から２００年前
の食を再現

再現された料理

景観をよくする活動 地域資源の質の向上と維持を図る活動

さまざまな活動による、「日本風景街道」の実現へ。①
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●連携カフェ

既存の喫茶店等にも「連携カフェ」としてご協力いただきま。

木綿街道

京橋堀川沿い
中海みさき
親水公園

タウンプラザしまね

ガイドの状況

昔の街並みを
記した古地図

●古地図を用いた道案内

来訪者をもてなす、楽しませる活動 イベント活動
●御堂筋オープンフェスタ、
光のまちづくり

●あまべ渡世大学の創設

空き店舗などをまちづくり拠点「うさぎ庵」として改装

●まちづくり拠点「うさぎ庵」

伊勢えびの捌き方講座

海道侍のウニ割り体験

光のまちづくり～OSAKA光のルネッサンス

御堂筋オープンフェスタ

地域の人々の交流や連係を促進する活動

さまざまな活動による、「日本風景街道」の実現へ。②



本年９月より日本風景街道への応募を全国に呼びかけた結果、

各地から９１ルートの登録申請がありました。

全国から９１ルートの登録申請がありました。


